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　第
だい
一
いっ
回
かい
目
め
は、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
とコースデザインについ

て考
かんが
えます。具

ぐ
体
たい
的
てき
な教

おし
え方

かた
や評

ひょう
価
か
の方

ほう
法
ほう
などについて考

かんが

える前
まえ
に、まず教

きょう
師
し
の役

やく
割
わり
は何

なに
か、教

おし
えることをどのよう

な姿
し
勢
せい
で捉

とら
える必

ひつ
要
よう
があるのか考

かんが
えてみましょう。

１．日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の仕

し
事
ごと
をふり返

かえ
る

　まず日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
について考

かんが
える前

まえ
に、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し

にはどのような仕
し
事
ごと
があるか考

かんが
えてみましょう。今

いま
、日

に
本
ほん

語
ご
教
きょう
師
し
をしている方

かた
は自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の仕

し
事
ごと
のリストをつくって

みてください。まだ教
おし
えていない方

かた
は、どんな仕

し
事
ごと
がある

のか想
そう
像
ぞう
して書

か
いてみましょう。

　例
れい
） 「教

きょう
案
あん
を書

か
く」「授

じゅ
業
ぎょう
をする」「成

せい
績
せき
をつける」「試

し
験
けん

問
もん
題
だい
をつくる」・・・・・・・

　いかがでしたか。書
か
き出

だ
したものを眺

なが
めながら次

つぎ
の質

しつ
問
もん

に答
こた
えてみてください。

　１） その中
なか
には「教

おし
えること」だけでなく「学

まな
ぶこと」

も含
ふく
まれていましたか。

　２） その中
なか
には「教

きょう
室
しつ
の中

なか
」「学

がっ
校
こう
の中

なか
」ですることだ

けでなく、「学
がっ
校
こう
の外

そと
」ですることも含

ふく
まれていま

したか。

　もうお分
わ
かりのように、教

きょう
師
し
の仕

し
事
ごと
は、「教

おし
えること」

だけではありません。教
おし
えながら同

どう
時
じ
に学

まな
ぶこともたくさ

んあります。さらに、教
きょう
師
し
会
かい
に参

さん
加
か
して勉

べん
強
きょう
したり、常

つね
に

新
あたら
しい教

おし
え方

かた
に興

きょう
味
み
をもって勉

べん
強
きょう
したりする「学

まな
ぶこと」

も大
だい
事
じ
な仕

し
事
ごと
です。また、教

きょう
師
し
の仕

し
事
ごと
は学

がっ
校
こう
の中

なか
だけでは

ありません。地
ち
域
いき
の日

に
本
ほん
人
じん
コミュニティの活

かつ
動
どう
に協

きょう
力
りょく
し、

学
がく
生
せい
と日

に
本
ほん
人
じん
との交

こう
流
りゅう
をはかったり、同

おな
じ地

ち
域
いき
の教

きょう
師
し
と教

おし

え方
かた
について相

そう
談
だん
したりすることも大

だい
事
じ
な仕

し
事
ごと
です。

２． 日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の仕

し
事
ごと
をする上

うえ
で理

り
解
かい
しておくべ

きこと

　次
つぎ
に仕

し
事
ごと
をする上

うえ
で理

り
解
かい
しておかなければならないこと

は何
なに
か考

かんが
えてみましょう。

　まず身
み
近
ぢか
な例

れい
から考

かんが
えてみることにします。たとえば

「明
あ
日
す
の授

じゅ
業
ぎょう
の計

けい
画
かく
を立

た
てる」ときのことを考

かんが
えてみてく

ださい。その仕
し
事
ごと
をするために、あなたはどのようなこと

を視
し
野
や
に入

い
れて考

かんが
えていますか、また考

かんが
えなければならな

いと思
おも
いますか。

　「明
あ
日
す
の授

じゅ
業
ぎょう
の計

けい
画
かく
を立

た
てる」ために、実

じつ
はかなり多

おお
く

のことを考
かんが
えているはずなのです。「学

がっ
校
こう
（機

き
関
かん
）」「教

きょう
師
し
」

「学
がく
習
しゅう
者
しゃ
」「コースの目

もく
標
ひょう
やスケジュール」「教

おし
える内

ない
容
よう
」「教

おし

え方
かた
」「教

きょう
材
ざい
・教

きょう
具
ぐ
」「評

ひょう
価
か
・テスト」など、様

さま
々
ざま
な項

こう
目
もく
に関

かん

することを考
かんが
えているのではないでしょうか。そしてこれ

は、一
ひと
つの日

に
本
ほん
語
ご
コースを設

せっ
計
けい
する、いわゆるコースデザ

インをするときと同
おな
じことなのです。教

きょう
師
し
はとにかくたく

さんの知
ち
識
しき
があれば良

よ
い、また、教

おし
える技

ぎ
術
じゅつ
が豊

ほう
富
ふ
であれ

ば良
よ
いと考

かんが
えていませんでしたか。教

きょう
師
し
には、知

ち
識
しき
の広

ひろ
さ

や技
ぎ
術
じゅつ
の豊

ほう
富
ふ
さだけでなく、授

じゅ
業
ぎょう
を組

く
み立

た
てるときにコー

ス全
ぜん
体
たい
に関

かか
わる様

さま
々
ざま
な要

よう
素
そ
を考

こう
慮
りょ
して考

かんが
える視

し
野
や
の広

ひろ
さも

必
ひつ
要
よう
なのです。

３．コースデザイン

　次
つぎ
にこのコースデザインのポイントについて考

かんが
えてみま

しょう。

The roles of teacher and course design.
The first step for teaching Japanese.

日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
　久

く
保
ぼ
田
た
美
よし
子
こ

第
だい
１回

かい

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
、コースデザインについて考

かんが
える

　海
かい
外
がい
で活

かつ
躍
やく
している日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のみなさんから、よく「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を知

し
りたい」「すぐに使

つか
える授

じゅ
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
を提

てい
供
きょう
し

てもらいたい」という要
よう
望
ぼう
をいただきます。

　今
こん
号
ごう
から始

はじ
まる「日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ」のコーナーでは、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が、日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
を学

まな

んだことのない方
かた
に、「コースデザイン」や「読

どっ
解
かい
」「会

かい
話
わ
」「聴

ちょう
解
かい
」「評

ひょう
価
か
」などの基

き
本
ほん
的
てき
な教

きょう
授
じゅ
理
り
論
ろん
、教

きょう
授
じゅ
知
ち
識
しき
を分

わ
かりや

すく解
かい
説
せつ
します。既

すで
に日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えている方

かた
も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
に関

かん
する基

き
礎
そ
固
がた
め、知

ち
識
しき
の再

さい
点
てん
検
けん
にお役

やく
立
だ
てください。
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　左
ひだり
の図

ず
は、コースデザインの流

なが
れと各

かく
時
じ
点
てん
でのチェック

ポイントを書
か
いたものです。

　どのような立
たち
場
ば
で教

おし
えていてもコース全

ぜん
体
たい
のことを把

は
握
あく

しておく必
ひつ
要
よう
があります。また２で考

かんが
えたように、日

ひ
々
び
の

授
じゅ
業
ぎょう
のことを考

かんが
えるときにも、この図

ず
にあるような項

こう
目
もく
を

常
つね
に意

い
識
しき
する必

ひつ
要
よう
があります。自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
の場

ば
合
あい
をふり返

かえ
り、

左
ひだり
の図

ず
の各

かく
項
こう
目
もく
の□にチェックしてみてください。

　チェックした結
けっ
果
か
はどうでしたか。全

すべ
ての項

こう
目
もく
について

既
すで
によく知

し
っている、よく考

かんが
えて決

き
めてあるという人

ひと
は少

すく

なかったのではないでしょうか。これからも授
じゅ
業
ぎょう
の計

けい
画
かく
を

立
た
てるときに、ときどき思

おも
い出

だ
して参

さん
考
こう
にしてみてくださ

い。

　ここでは、「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
／コースデザイン」につ

いて考
かんが
える上

うえ
でのヒントを、ごく一

いち
部
ぶ
分
ぶん
ご紹

しょう
介
かい
しただけで

すが、興
きょう
味
み
のある方

かた
は参

さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
リストを見

み
てさらに勉

べん
強
きょう
を

してみてください。

コースデザインの流
なが
れとチェックポイント

知
し
っていますか？

□ 自
じ
分
ぶん
の学

がっ
校
こう
や機

き
関
かん
、あるいは地

ち
域
いき

の教
きょう
育
いく
方
ほう
針
しん

□ 自
じ
分
ぶん
も含

ふく
めてどのような教

きょう
師
し
が教
おし

えるのか、人
にん
数
ずう
、特
とく
性
せい
、能
のう
力
りょく
など

□ 自
じ
分
ぶん
も含

ふく
めて教

きょう
師
し
たちの教

きょう
授
じゅ
スタ

イル、教
きょう
師
し
観
かん

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が学
まな
ぶ理

り
由
ゆう
や目
もく
的
てき
　　

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の学
がく
習
しゅう
経
けい
験
けん

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の現
げん
在
ざい
の能
のう
力
りょく
　　

□学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の学
がく
習
しゅう
スタイル

＜参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん
＞

岡
おか
崎
ざき
　眸

ひとみ
・岡

おか
崎
ざき
敏
とし
雄
お
（2001）『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
における学

がく
習
しゅう
の分

ぶん
析
せき

とデザイン－言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
過
か
程
てい
の視

し
点
てん
から見

み
た日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
－』

凡
ぼん
人
じん
社
しゃ

川
かわ
口
ぐち
義
よし
一
かず
・横

よこ
溝
みぞ
紳
しん
一
いち
郎
ろう
（2005）『成

せい
長
ちょう
する教

きょう
師
し
のための日

に
本
ほん
語
ご

教
きょう
育
いく
ガイドブック上

じょう
・下

げ
』ひつじ書

しょ
房
ぼう
　

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
（2006）『国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
シリーズ１

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
／コースデザイン』ひつじ書

しょ
房
ぼう
（７月

がつ
出
しゅっ

版
ぱん
予
よ
定
てい
）

小
こ
林
ばやし
　ミナ（1998）『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
・分

ぶん
野
や
別
べつ
マスターシリーズ　

よくわかる教
きょう
授
じゅ
法
ほう
』

高
たか
見
み
澤
ざわ
孟
たけし
（2004）『新

しん
・はじめての日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
２　日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ

法
ほう
入
にゅう
門
もん
』アスク語

ご
学
がく
事
じ
業
ぎょう
部
ぶ

田
た
中
なか
　望

のぞむ
（1988）『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の方
ほう
法
ほう
―コースデザインの実

じっ
際
さい
―』

大
たい
修
しゅう
館
かん
書
しょ
店
てん

三
み
牧
まき
陽
よう
子
こ
（1995）『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
トレーニングマニュアル⑤　日

に

本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を理

り
解
かい
する本

ほん
　実

じっ
践
せん
編
へん
　解

かい
説
せつ
と演

えん
習
しゅう
』バベル･

プレス

上
うえ
のことをよく理

り
解
かい
して、次

つぎ
のことを決

き
めましたか？

決
き
められていますか？

□ コースが終
お
わったときに学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が

できること（知
ち
識
しき
だけでなく、そ

の知
ち
識
しき
を使
つか
って何

なに
ができるか）

□ 文
も
字
じ
、語

ご
彙
い
、文

ぶん
型
けい
、機

き
能
のう
、場

ば
面
めん
、

話
わ
題
だい
、4技

ぎ
能
のう
のどこに重

じゅう
点
てん
を置

お
く

か、何
なに
を中

ちゅう
心
しん
に教
おし
えるか

□教
おし
える内

ない
容
よう
の量

りょう
やバランス、順

じゅん
番
ばん

□ 細
こま
かい授

じゅ
業
ぎょう
分
ぶん
担
たん
や全
ぜん
体
たい
のスケジュ

ール

□どのような教
おし
え方
かた
をするか

□具
ぐ
体
たい
的
てき
な練
れん
習
しゅう
方
ほう
法
ほう
や教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう

□教
きょう
科
か
書
しょ
（主
しゅ
教
きょう
材
ざい
）

□副
ふく
教
きょう
材
ざい

□教
きょう
具
ぐ

□評
ひょう
価
か
方
ほう
法
ほう
、テスト方

ほう
法
ほう

□採
さい
点
てん
者
しゃ

□結
けっ
果
か
の利

り
用
よう
法
ほう

コース目
もく
標
ひょう

教
おし
える内

ない
容
よう

スケジュール

教
おし
え方

かた

教
きょう
材
ざい
・教

きょう
具
ぐ

評
ひょう
価
か
・テスト

学
がっ
校
こう
・機
き
関
かん
のこと

教
きょう
師
し
のこと

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のこと


